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透析と在宅医療
～家での生活に注目してWell-beingを追求する～

鹿児島県民主医療機関連合会 事務局 （黒田）
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末期慢性腎臓病におけるAIMの臨床的インパクトと創薬
～ 記 念 講 演 ～

みやざき とおる

講師 宮崎 徹 氏

一般社団法人AIM医学研究所（IAM）代表理事・所長

1986年東京大学医学部医学科卒。同大医学部附属病院第
三内科に入局。熊本大学大学院を経て、92年より仏パス
ツール大学研究員、95年よりスイス・バーゼル免疫学研究所
主任研究員、2000年より米テキサス大にて免疫学独立准教
授、2006年から2022年まで東京大学大学院医学系研究科
教授を歴任。2022年に一般社団法人AIM医学研究所（略称・
IAM）を発足し、代表理事・所長に着任。腎臓病を始めとした
「治らない病気」を治すことを目指し、バーゼル時代に発見し
たタンパク質AIMを人薬と動物薬として速やかに社会実装す
るために、2023年、製薬スタートアップ企業・株式会社IAM 
CATも発足し、CEOに就任した。

慢性腎臓病（CKD）は不可逆的に進行し、最終的に末期腎不全（ESKD）・尿毒症に至りますが、確立され
た治療法は未だ存在しません。我々は血中タンパク質AIMが、細胞外で死細胞デブリ等を除去し、細胞
内で酸化ストレスを抑制する独自の作用により腎保護をもたらすことを明らかにしました。さらに、自然発
症的にCKDが進行する唯一の動物であるネコにおいて、AIM投与が腎機能悪化と尿毒症進展を包括的
に抑制することを実証しました。本講演では、AIMの治療的・診断的意義、透析導入後予後との関連、そ
して臨床応用に向けた最新の研究成果を報告します。

～特別講演～
「人生100年時代を元気に過ごしてもらうために大事なこと」
講師 松尾 七重 氏 /東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科
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